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で訪問した所が中心地から 14 キロ離れた標高約 400 ｍ
の山上集落であった．各家の庭の手入れも行き届いたの
どかな日本の原風景が拡がる集落であった．当時の自治
会長から，若い頃は 37 世帯あったが現在は 7世帯 16 人
















地域福祉推進計画 5か年プラン平成 22 年 4 月～平成 27

















年の国勢調査では 5,870…世帯，16,636 人，平成 27（2015）
年 5 月末の住民基本台帳では 6,408 世帯，15,876 人で，
人口は平成 9（1997）年以降一貫して減少している．高
齢化率は，平成 22（2010）年の国勢調査で 28.31％，平

















『安志藩領村々明細帳』によれば 5），Ａ集落には 49 世
帯 241 人，Ｂ集落 25 世帯 98 人，Ｃ集落 31 世帯 133 人，




50 世帯，昭和 21（1946）年には 26 世帯あったが，昭和
36（1961）年に減少が始まり，昭和 47（1972）年 13 世
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帯，平成 12（2000）年は 8 世帯，平成 14（2002）年に
は 4世帯となっている 6）．またＤ集落については，昭和
20（1945）年 40 世帯，昭和 40（1965）年 15 世帯，昭














































平成 25（2013）年 7 月 6 日のＡ集落を皮切りに，合
意が得られた集落から事業を展開した．同年 7月～ 9月






11 時にＡ集落，12 時 30 分にＢ集落，13 時 30 分にＣ集
落，14 時 30 分にＤ集落で販売を行い，16 時頃に赤穂に
帰着する．これが 1日のスケジュールであるが，Ａ集落
の人々はいつも20～30分前には集まっておられるので，
私たちも 10 時 40 分には到着することにしている．また
B集落と C集落での滞在（会話）時間が長くなり，Ｄ








集落 人数 世帯数 高齢化率（％）1人世帯 2人世帯 3人世帯 4人世帯
Ａ 13 8 61.5 4 3 1 0
Ｂ 2 1 100 0 1 0 0
Ｃ 4 4 75 4 0 0 0
Ｄ 12 6 75 3 1 1 1

















Ａ 13 0 3 1 2 1 1 5
Ｂ 2 1 1 0 0 0 0 0
Ｃ 4 1 0 0 2 0 0 1
Ｄ 12 0 1 1 1 2 4 3
































































Ａ集落 Ｂ集落 Ｃ集落 Ｄ集落 利用者数（延べ） 参加学生数（延べ）
平成 25（2013）年度 14 回 13 回 13 回 13 回 146 名 130 名
平成 26（2014）年度 23 回 23 回 23 回 23 回 269 名 128 名
平成 27（2015）年度 15 回 16 回 16 回 16 回 167 名 110 名
計 52 回 52 回 52 回 52 回 582 名 368 名
… 平成 27（2015）年度は 4月から 11 月末までの実績　　　
表４　ふれあい活動実績
Ｔさん Ｏさん Ｐ夫婦 Ｉさん 参加学生数（延べ）
平成 26（2014）年度 11 回 13 回 11 回 15 回 91 名
平成 27（2015）年度 2回 1回 12 回 13 回 45 名
計 13 回 14 回 23 回 28 回 136 名





ーと約 1年半のふれあい活動）の実績 12）を表 3 及び表
4で示す．
移動スーパーの 1回あたりの利用者数を見ると，Ａ集
落が 5～ 10 名で，常時利用しているのは 5名である（う
ち 2名は 89 歳の女性で，いずれも一人暮らしである）．












































ミ生 5名及び 3年次ゼミ生 2名を中心に，1名の卒業生
と 5 名の 4 年次生からなる計 13 名の学生で運営され，
平成 26（2014）年度は，2 年次ゼミ生 16 名，3 年次ゼ
ミ生 4名，4 年次ゼミ生 1名を中心に，2名の 1 年次生
と 1名の 3年次生の計 24 名が参加して行われた．しか
し，平成 27（2015）年度は，ゼミ活動としてではなく
ボランタリーな活動として，現在のところ，3年次生7名，


































が発生する．マーケットの規模も 4集落で 10 数名程度
の高齢の年金生活者である．





































































































































































































えば，平成 27（2015）年 10月 1日作成の上郡町の資料では，
A集落は 11世帯 16人，Ｃ集落は 5世帯 12人，Ｄ集落には 9
世帯 15人が暮らし，Ｃ集落の高齢化率は 41.7％となっている．
表 1及び表 2で示した現状から大きく乖離した数値で各集落
がイメージされている．
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